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第一三六話 

伊吹山凶賊被滅事 

『前太平記』下 巻第二十一 二三頁から三一頁より 

 

［頼光、伊吹山に進発す］ 

今年の春、国々の盗賊たちが蜂起して騒がしかったが、満政・惟時・頼親・頼信の

力によって、全て平定したが、また同年の秋、近江国伊吹山（壱）に、酒顚童子とい

う者が住んで、近国（の人々を）脅かす。「これは千丈が岳の妖鬼、酒顚の肉親の 

                              「是は千丈の妖鬼、   酒顚が骨肉の 

眷属で、大江山の大将だった（もの）が、あの城の落城後姿を隠し、今回またこの 

眷属にて、     大江山の大将なりしが、      彼城没落の後行方を隠し、    今度又此 

山に現れた」など、色々に評議する次第、度々の報告は、天皇のお耳を驚かしたの 

山に現れ出でし」など、   様々の沙汰ある由、    度々の注進、     天聴を驚かしければ、 

で、諸卿は集まって話し合って、討手の大将を選ばれたところ、今回もまた頼光朝 

       諸卿衆評あって、        討手の大将を撰ばれけるに、  今度も亦、頼光朝臣をぞ 

臣を選び出された。頼光は朝廷の選定に答えて出陣なさると在京の武士は申し上げ 
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   撰み出だされける。 

る必要もなく、近国の多くの武士が我も我もと駆け参じ、雲や霞のように集まっ

た。この人たちは大半は、過ぎ去った大江山への進軍の際、軍勢を催促したが、鬼

神というのに嬉々怯えて、催促に応じなかった者たちである。頼光が仰ったこと

は、「今回の伊吹山の凶賊は大袈裟に広まったもので、それほどまでのことでもあ 

        「今度伊吹山の凶賊、事々しく流布せしとて、       さまでの事も有るまじきぞ。 

るまいよ。以前の千丈が岳の妖鬼は、通力をもつ変化の者で、多くの人が恐れたこ 

         先年千丈が嶽の妖鬼、      通カ変化にして、    諸人の怖れたるに倣って、 

とに倣って、自分を酒顚と名乗っているのだろう。どうして不思議なことがあるだ 

              己酒顛と名乗るらめ。          何条奇異の事の有るべきや。 

ろうか。それほどでもないことで大軍を従わせ、国に無駄な出費をもたらすことは 

          さまでもなき事に大軍を靡かし、       国の費へを致さん事然るべからず。 

ふさわしくない。参り集まった国々の軍勢の中で、三分の一を残してみな国に帰 

              参り集まりたる国々の勢の中、    三分の一を残して皆本国に帰るべし。 

れ。多勢は役に立たないのである」と仰って、暇をお与えになったが、皆一途に 

        多勢は無益なり」とて、             暇給びけれ共、     皆強ちに 

（同行したいと）お望み申し上げて、私は帰ろうという者は一人もいなかった。こ 
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             望み申して、       我帰らんと云ふ者は一人も無かりけり。 

の際はどのようにでもと思って、その軍勢あわせて二万騎余りが、正暦五年八月四

日に、京都を発ってまず志賀（弐）に出陣して、軍勢を手分けして、二手の軍を作

り、あらかじめ船で向かわれるはずだったが、比叡山の山颪（参）が強く吹いて、

（琵琶湖の）荒波が落ち着いていなかったので、大将の頼光朝臣は、１万二千騎余

りで、勢田の橋（肆）を渡って、東近江（伍）から（伊吹山の）前面に向かわれる。長

男の頼国朝臣は渡部・酒田を連れ、八千騎余りで、西近江（陸）から越前路（漆）を回

って、背後に向かわれた。 

 

［伊吹山の合戦］ 

やがて前方の軍勢は、同月七日の早朝に、伊吹山の麓に押し寄せて、遙かな山の上

を見上げたところ、敵も以前から用意しているように見えて、乱杭（捌）や逆茂木 

                                       乱株・逆茂木 

（玖）を隙間なくひっかけ、坂の間に掻楯（拾）を並べて、その影に射手と思われる兵 

     間なく引き懸け、       坂中に掻楯掻ひて、       其陰に射手と覚しき兵 

の二百騎ほどが鎧の袖を重ねるように（潜み）、弓の弓弭（拾壱）を並べ、鼻の油を 

       二百騎計り、鎧の袖を重ね、             弓の弭を並べ、     鼻油 
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弓に塗って待ち受けている。全て立て篭もる山の賊徒で、千五六百人（はいる）と 

   引きて待ち懸けたり。 

噂があったが、皆徒歩の兵で、馬に乗る兵はいなかった。こうして攻め寄せる軍勢

が軍を前進し鬨の声を上げたところ、山上でも鬨を合わせ、矢が届く限界が近くな

ったので、鏃を揃えて激しく射つ。先陣の兵は五百騎あまり、少しも躊躇わず、楯

を被って大声で叫んで攻め上がり、逆茂木を一重破って、掻楯の近くまで押し寄せ

た。山の上（の兵）も弓を射つのをやめて、刀や長刀などを持ち、ここをひたすら 

          山上も弓を止めて           打ち物になり、      此を専と 

に支えた。攻め寄せる軍勢も新手と入れ替わり、息を継ぐこともなく戦った。賊は 

 支へたり。      寄せ手も新手を入れ替へて、       息をも継がず戦ふたり。    賊は 

もともと勢い盛んな無法者、攻め寄せる軍勢は弓や馬の駆け引き上手。追って上 

     元来強盛溢れ者、          寄せ手は弓馬駆け引きの達者。      追ひ上し 

り、追って下され、火花を散らして戦ったが、また決着もつかなくてその日も日が 

    追ひ下ろされ、    火を散らして戦ひしが、   未だ雌雄も決せずして共日も西に傾きけり。 

暮れた。 

 

［綱、公時に軍略を語る］ 
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（伊吹山の）背後の軍勢は、以前から前方の軍と同じに攻め寄せ、急いで押しつぶ

そうとの約束であったが、渡部がよくよく考え、酒田を呼び出し、馬をとどめて申

し上げたことは、「今回の戦は、いつものように攻めようとするならば、賊は長年 

             「今度の軍、        常の如く攻めんとせば、       賊は多年の 

のこの地をよく知る者共であるので、あちらこちらの難所で食い止め戦うならば、 

       案内者共なれば、              此彼の切所にて防ぎ戦はゞ、 

不本意に日数を重ね、無駄に兵をなくすだろう。思うに敵は名を知られている武将 

  心ならず日を重ね、     徒に兵を費やすべし。     思ふに敵は、 名を知られたる武将にも 

でもなく、ただの無道な盗賊共の集まりで、少しの間で変化して敵に出会い、約束 

  非ず、     唯不当の盗賊原の集まりにて、       須臾に変化して敵に中り、    約を 

を守って計画を立てるはずの者共とも思えない。きっと前面から激しく攻めるなら 

  守って     謀を成すべき者共とも覚へず。      一定、  大手より手痛く攻めば、 

ば、ただひたすら悩み、自分の力の強いことをあてにして、脇目も振らず戦うだろ 

     唯一途に泥み、        己が力量強盛を恃んで、       無二無三に戦ふべし。 

う。そうしたらこちらの軍勢は明日はわざと兵を寄せず、敵に油断させて、夜にな 

       然らば当手の軍勢は、     明日は態と陣を寄せず、   敵に油断させて、夜に人りて 
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って城の麓までこっそり近寄って、翌朝前方の軍の戦が始まる時、後方から鬨を上 

      城の麓まで忍び寄せて、       翌朝大手の軍始まらんずる時、  搦手より鬨を発し、 

げ、まっしぐらに攻め上るならば、前方だけを防ぎとめている敵は、前後で戸惑っ 

        驀に攻め上らば、        大手をのみ防ぎ支へたる敵、     前後に迷ふて 

て取り乱すところを、追い込んで攻め上がる次第であるならば、味方は一瞬で勝利 

  度を失はんずる処を、       捲り立てゝ攻め上る程ならば、        御方一時に勝利を 

をおさめることは後戻りできない。このことをどう思われますか」と申し上げたと 

   得ん事、踵を廻すべからず。          此旨如何思し食し候」 

ころ、酒田が聞いて、「ご計画は確かにそうあるべきことだと思います。しかし、 

                    「御計、尤もさも有るべき事に覚え候。     さりながら 

（伊吹山の）前方の兵の合図を背くこともよくない。さらに公時は、生まれつき短 

            大手の相図を違へん事も由なし。       其上公時は、     天性 

気のためだろうか、敵に向かおうと思って出発した日から、半刻も道に止まること 

  思慮短き故にや、     敵に向かはんとて打ち立ちし日より、     半尅も道に逗留する事を、 

も好きではない。いつのしきたりに脇道を通って夜中にこっそり近づくことをする 

   好まず。        何の習ひに間道を歴て、       夜中に忍び寄する事をせん。 
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だろう。貴方のご計画は、きっと道理に適ってますので、どのようにでも計画して 

        貴辺の御計、    必定理に当たつて候はんずれば、    左も右も計らひ給へ。 

ください。公時だけは前方の合図よりも一足でも早く参り向かって、合図の時を待 

        公時計りは、    大手の相図よりも一足も早く罷り向かつて、相図の時を相待つべし。 

とう。主君（頼国）ら後ろから足を休め、ちょうどいい時に向かってください。お 

         殿は跡より足をも休め、            好き時節に向かひ給へ。 

暇いただく」と出発しようとするのを、渡部が立ち塞がって、「これはまた酒田殿 

  御暇申す」                                 「是は又酒田殿

の、。 

の、いつもの持病のぶり返し、すねなさるのか。とにかく敵を円滑に討ち取るた 

      例の持病指し発り、   安忍を振舞ひ給ふぞや。  兎云ふも角云ふも、敵を輙く討たん為。 

め。そう無闇にひねくれて考えないでください。必ず綱の意見のように計画しなさ 

         さのみ腹悪しくな意得給ひそ。    一定、綱が意見の如く計らひ給へと云ふにも非ず。 

いというのではない。私の考えを話し、貴方の意見も承知し、その良いところを採 

              某が所存をも語り、貴辺の意見をも承り、其宜ろしからんずるをこそ用ひめ。 

用しよう。日中に軍を寄せると、敵は山の高いところに物見（拾弐）を置き、味方の 



※※※訳の引用・スクリーンショットなどは、作品名及び本サイトのＵＲＬ（月下庵／https://gekkaanzentaiheiki.wixsite.com/mysite）をご 記

載いただけましたらご自由にしていただいて結構です。※※※ 

        白昼に軍を寄せば、        敵は高山に斥候を居ゑ、          御方の 

二手を見て、敵もまた二手で防いだならば、双方に（戦力が）互角の軍で、落城の 

 二手を見て、   敵も亦二手に分けて防ぎなば、        共に牛角の軍にて、     落城の 

時は遠くなるだろうと思ったため、一旦こう申し上げるのである」。公時は聞い 

    期遠かるべ しと思ひし故、        一旦右かくは申せしなり」 

て、「だからこそ話し合いは、昨日志賀で、大将（頼光）の御前で決まった合図を 

      「さればこそ評定は、   昨日志賀にて、     大将の御前にて極まりし相図を、 

別に背いての愚痴は現実的ではないではございませんか。意味のない話し合いに、 

  又違へての老言、        迂遠の事にて候はずや。         謂れなき僉議に、 

早くも日が傾いている。さあ一緒に行きましょう。急ごう」と言って、鞭をあげて 

   早畧の傾きたり。        倡いざさせ給へ。    急がん」 

駆け出した。渡部がさらに考えれば考えるほど、夜中にこっそり近寄って敵の不意

を吐く作戦は、きっと相応しく思えたので、色々としておだてたり、落ち着かせた

りして、繰り返し（公時に話し）たが、公時はまったく聞き入れず、さらに馬の足

を早めたところ、すぐに塩津に到着する。 
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［頼国、綱の軍略を用う］ 

ここでこっそり頼国朝臣に、これこれの次第であると申し上げたところ、大将（頼

国）はこのことを信頼し、すぐに公時をお呼び出しになっておっしゃったことは、

「事態に直面して気遣い、作戦を進んでたてるのは、勇士の讃えるところ、先人の 

    「事に臨んで懼り、       謀を好んで成すは 、      勇士の好する所、   先聖の 

格言である。今、渡部の申し上げることは、敵の油断しているところから大挙し 

  格言なり。 今、     渡部が申し条、          敵の不意より起こって、 

て、急いで押しつぶす方法である。頼国もこのことが相応しく思えるので、貴方も 

        急に拉ぐ術なり。          頼国も此条然るべく覚ゆれば、      和殿も 

この策に賛同して、いっそう忠義の戦を尽くされるべきだ」と仰ったところ、公時 

   此儀に同意して、       弥、忠戦を尽くさるべし」 

はいっそう不機嫌に見えたが、「大将の命でありますならば、どのようにでも」と

同意した。渡部はたいそう喜び、「それならば前方の軍勢へ合図の使いを行かせよ

う」と言って、すぐに手漕ぎの小舟を用意し、塩津の浜（拾参）から横切って、無理

矢理走ったのだった。この使者は、七日の未の刻ほどに、前方の陣営に到着した。

その日の軍は、夜になるまで攻められるはずだったが、その報告によって、わざと

夕方から戦をやめ、麓に陣取って少しの間人や馬の足を休めた。後方の軍勢はわざ 
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                                       搦手の勢は態と道にて 

と道中て日が暮れるまで過ごし、夜になって討ち入る作戦で、もともとこの道はい 

          日を暮らし、        夜に入りて打つ程に、       素より此道、 

つも人が行き来する道ではないので、木々は生い茂り天を覆い、茨の刺が垂れて道 

     常に人の往来する道ならねば、     樹木森々として天を掩ひ、 荊棘離々として道を隠し、 

を隠し、露が多いので自然と苔は滑らかで、馬の蹄を行き悩ませ、東西もはっきり 

       露深ければ、自づから苔滑らかにして     蹄に泥み、    東西も定かならざるに、 

しないため、案内者を先に立たせ、城の北にある麓に到着したのだった。ここで機 

          案内者を先に立て、    城の北なる麓にぞ着きにける。   此にて時を候ふに、 

会を狙うが、夜はまだ丑の上刻である。夜が明けきるまでは時間があるだろうと思 

        夜未だ丑の上尅なり。          明け果てんまでは程あるべしとて、 

って、弓を杖にするように縋って眠りにつき、甲を枕にして休みしゃがんでいた。 

         弓杖にすがって睡りを催し、         甲を枕にして休み居たり。 

 

［賊徒不意を衝かる］ 
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この時、前方の軍の中で碓井貞光は、後方の首の合図によって、西の崖に陣を張っ

て、夜が明けるのを待機していたが、その夜が明け方を告げる頃、急に嵐が激しく 

                                      俄かに嵐烈しく吹きて、 

吹いて、伊吹山の松の音が、湖の波に反響してひどく聞こえたのを、鬨の声に聞き 

       伊吹山の松の音、       湖の浪に和し夥しく聞こえしを、    鯨波に聞き成し、 

間違い、「さては後方の軍が回ったか。いつもの公時の短気で、合図を待ちかねて 

        「さては搦手の勢の廻りしぞ。    例の公時が気早にて、     相図を待ちかね 

寄せたのであろう。鬨を合わせろ」と言って、その軍の兵三千騎余りが、楯を叩き 

  寄せたるならん。    鬨を合せよ」 

えびら（拾肆）を鳴らし、鬨をどっと上げたのだった。味方の他の陣はこれを聞い

て、「碓井の陣が鬨をあげるのは、敵が闇討ちに入ったか、軍勢がまわったのか。 

      「碓井が陣に鬨を作るは、      敵の夜討ち入りたるか、   搦手の勢の廻りしか。 

どちらにしても（鬨を）あわせろ」と、三方向の攻め寄せる軍勢一万三千騎あまり 

     何れにもせよ合せよ」 

が、一斉に鬨を上げたところ、山に響き湖の水にも伝わり、天地も崩れるほどであ

る。碓井は西の崖から一番目に兵を進めたところ、卜部は東の山裾から二千五百騎

あまりで兵を寄せ、大将軍（頼光）の本陣の七千騎あまりも前進される。山の上に
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は、今回の手痛い戦につかれ、夜から休んでいたところに、寝耳に入った鬨の声

に、「ああ、敵がやってきたぞ」という程であるが、急に事態が発生したことで上

を下へとひっくり返った。しかし、攻め寄せる軍勢は、皆それぞれの陣から鬨の声

を上げているようなので、まだ坂中まで近づいてくる敵もいなかったが、這うよう

に武器を整え、太刀を取って出て向かう。この山は元から木々が茂って行く先も見

えず、月さえも早くも湖に沈み、いっそう暗い夜になったので、どこに敵がいると

も分からず、何と準備をするということもなく、あちらへ迷いこちらへ走り、取り

乱すばかりである。後方の軍勢の先陣の酒田公時は、大将（頼国）の軍から二十町

余り先に進み出陣していたが、敵味方の鬨の声を聞いて、「それならば良い機会」

と言って、兵たちは皆馬から降りて徒歩で自分から馬の口縄を手に取り、もし万が

一悪所難所を嫌うならば、掛け声を出して登ったところ、その軍の兵二千騎あまり

が、山の上に到着ひて、少し平らな所があったので、馬を引き寄せ乗り、準備を整

え、柵を破り攻め入ったが、渡部の思ったように、敵はここから寄せるだろうとは

思いつかなかったのか、防ぐはずの兵は一人もおらず、てきぱきとしていない雑人

たちが、篝火の影で酒を飲み、兵糧番などをして並んで座っていたが、後方の軍勢

とも分からず、味方の兵と勘違いして、何もなく座っていたが、鬨の声を上げたと

ころ、どうして驚かないだろうか、ある者は盃を持ちながら逃げる者もいて、破子

（拾伍）を抱えて走る者もあり、見苦しかった有様である。 
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［官軍賊徒を取る］ 

こうして捕虜は、大将軍（頼光）に実否を確認されるが、これこそ噂しれる酒顚と

いうべき者がいなかったので、生け捕りの中で、武器や姿がそのように見える兵が

八から九人もいたのをお呼び出しになって、「大将の酒顚と噂された者はどの者

だ。逃げていなくなったか、撃ち殺されたか、生死の状況を申し上げろ」と言っ

て、色々にお聞きになったが、皆首を垂れて何も言葉を言わない。それならば拷問

にかけろと言って、松の木に逆さまに縛り付けて尋問したが、始めの頃はただ呻い

ているだけで、まったく白状しない。少しずつ頭に血が下がって、目や口から流れ

出していたので、あまりの耐え難い辛さに、「詳細を申し上げよう」と言って泣い

たところ、すぐに縄をほどき緩めて地面に横にさせ、薬などを飲ませて尋問された

ところ、「我らは皆色々な国盗賊どもでございますが、数年前の千丈が岳・大江山 

            「我々は皆国々の野伏共にて候が、      先年千丈・大江にて滅ぼされし、 

で滅ぼされた酒顚・茨木などと言った者は、恐ろしい鬼神であると人が恐れたのと 

            酒顚・茨木など云へるは、      恐ろしき鬼神なりと人の怖れしまゝに、 

同じように、我らも人を騙そうとしたためで、『源家の人々が滅ぼされたというの 

            我々人を誑かさんが為に、    『源家の人々の滅ぼし給ふと云ふは僻事なり。 

は間違いである。本当の酒顚・茨木という鬼はこの山にいる』と申し上げたとこ 

               実の酒顚・茨木と云ふ鬼は此山に在り』      と申しつれば、 
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ろ、所々の小盗人たちが、我先にと駆けて集まって、皆遅れをとって、鬼神という 

    在々所々の小盗人等、    我も我もと馳せ集まりて、   皆下風に立ちて、   鬼神と云ふ 

威を借り、人を脅かし、財宝をわけなく奪い取るため、世に呆れるほどに申し上げ 

 威を仮り、  人を威し、    財宝を輙く奪い取らんが為、      世に目冷ましく申し 

広めさせましたのである。まったく天下の朝敵ともなろうと思いではありません 

    ふらさせ候なり。       一向天下の御敵とも、   成るべき所存にては無く候ひしか共、 

が、思いがけずも取り囲まれ、やむを得ず戦いになったのです」と、全て白状した 

      思はずも取り囲まれ、       是非無く一戦に及び候」と、       一々白状に 

ことを書面に記したのだった。 

        載せたりけり。 

［賊徒に囚われた女達の嘆き］ 

しかし、そいつらも嘘を申し上げているだろうかと疑わしかったので、綱が申し上

げたことは、「あそこにある役所の中に、女がたくさん集まって待機しています

が、お呼び出しになって話を伺うべきであろうか」と申し上げたところ、確かにと

言ってお呼び出しになられた。兵たちが走って行って連れて参ったが、皆容貌が世

間に並ぶものの少ないほどの者で、年齢は二十四、五歳ほどまでの美女が、二十人

余りまでいた。大将軍親子や四天王を始め、国々の武士が堂々として並んで座って 
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                                   蕩々魏々として並み居たるに、 

いたところに、側には鎧の上から縄に縛った生け捕りが何人とも分からず繋いでい 

             傍らには鎧の上に縄付きたる虜、       幾らとも知らず繋ぎたる中に、 

る中に座らせたところ、今にも命をお取りになられるかと、心も先に消えていっ 

    引つ据えたれば、       今もや命を召さるゝかと、      心も先に消へ行きて、 

て、ただ泣いて座っている。渡部が近寄って、「そんなにひどく悲しむな。お前た 

     唯泣きに泣き居たり。渡部近付き寄って、       「さのみ痛くな歎きそ。    汝等は 

ちはここにいる生け捕り共の妻子であるはずなので、大将軍から伺うべきことがあ 

          是なる虜共の妻子にて有るべければ、      大将軍より尋ね聞し食すべき旨あり。 

る。素直に申し上げ説明したならば、命は渡部が預かり申し上げてあげよう、少し 

      真っ直ぐに申し明かしなば、       命は渡部が申し賜って得さすべし、 

であろうとも嘘を申し上げるならば、酷い目を見せてやろう」と申し上げたとこ 

 少しにてもあれ詐りを申さば、        悲しき目を見すべし」     と申しければ、  

ろ、一人の女が涙を押さえて、「酷いことを仰る方ですね。私たちは一人も生け捕 

     一人の女涙を押さへて、     「薄情の事を仰せ候者かな。     我々は一人も虜の 

りの男たちの妻子ではありません。皆飽きることのない仲の人と引き離され、ある 
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          妻子にては無く候。         皆飽かぬ仲を引き放され、       或は 

者は親子の愛を伝えず、情もなくさらわれ、ありもしない嘘を仕立てられ、この山 

  親子の恩愛をも云はず、  情けなくも駆り取られ、    有りも有らぬ詐りを搆え 、    此山に 

に鬼神が住んで、そのせいであるととりなして、あそこにいる気味の悪い男たち 

  鬼神住みて、      其所為なりと云ひ成して、       あれなるむくつけ男共が、 

が、我が妻よ、妾よと戯れ弄び、面白くない酒宴に日々を過ごし、不本意な添い寝 

   我が妻よ、   妾よと戯れ興じ、    面白からぬ酒宴に日を暮らし、     心ならぬ諸寝の 

の枕で夜を明かし、いつかこのことが朝廷に知られて討手の勅使が下っておくれよ 

  枕に夜を明かし、           早晩此事上に洩れて、討手の御使の下れかしと、 

と、神に祈り仏に願って、辛さに月日を数えながら、今まで命が続くだろうとも思 

     神に祈り仏に願ひて、    憂さに月日を算へ添へ、  今まで命生くべしとも覚えざりしに、 

えなかったが、生きながらえていた甲斐があって、このような時にお会い申し上げ 

              存へ在りし甲斐ありて、         斯かる時節に、逢ひ進らする事の 

ることのありがたさよ。そこにいる人はその国、ここにいる人はその里のだれそれ 

       有り難さよ。    其なる人は其の国、        是なるは其の郷の何某の娘、 

の娘、だれそれの妻である。ああ朝廷のお恵みで、命を助け、親子や夫婦の再会を 
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      何某の妻なり。      哀れ、公の御恵みにて命をも助け、     親子夫婦の対面をも 

させてくださいよ」と、二十人あまりの女が皆手を合わせて、一斉にわっと叫んで 

 せさせ給はれかし」 

訴えた。大将軍を始め申し上げ、並んで座っている兵たちは、勇ましい侍心にも一

緒に悲しさを感じられ、鎧の袖を濡らしたのだった。 

 

［頼光帰洛］ 

この際はと言って、再度の糺門にもならず、白状の趣旨は間違いなく、酒顚童子と

噂されたのは、全て嘘であったので、すぐに九人の幹部と、その他の生け捕り百六

十人あまりを先頭に引っ立て、立派に上洛なさった。すぐに囚われた女は、皆故郷

に送り返しなさったところ、死んだ人が生き返った気持ちがして、「源家は民にと

って父母である」と、涙を落として喜び合った。 
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注釈 

※壱・近江国伊吹山……滋賀県・岐阜県に跨がる山。酒呑童子が居住した山と伝承される。＜地図参照＞ 

※弐・志賀……琵琶湖南西岸一帯の呼称。＜地図参照＞ 

※参・山颪……山から吹き下ろす風 

※肆・勢田の橋……瀬田の橋のことか。滋賀県瀬田川にかかる橋。関東から京都への入り口に当たり、京都を

守る要衝だった。＜地図参照＞ 

※伍・東近江……現滋賀県南西部の東近江市周辺か。＜地図参照＞ 

※陸・西近江……現滋賀県高島市周辺か。＜地図参照＞ 

※漆・越前路……現福井県へ至る道と思われるが、「鯖街道」に近い経路だろうか。 

※捌・乱杭……敵の攻撃を妨げるために、道や堀などに不規則に打ち込んだ杭。 

※玖・逆茂木……敵の侵入を防ぐために、茨の枝を束ねて塗った柵。 

※拾・掻楯……防御のために楯を並べて垣のようにしたもの。 

※拾壱・弓弭……弓の両端の弦をかける部分 

※拾弐・物見……敵軍の状況を探ること。 

※拾参・塩津の浜……現滋賀県長浜市の地名。＜地図参照＞ 

※拾肆・えびら……矢を差し入れる道具。背に背負う。 

※拾伍・破子……食べ物を入れる容器。 
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＜地図 動向図＞

 
＊この白地図は https://technocco.jp/n_map/0250shiga/shiga2_c.png でダウンロードし、加工しました。 

https://technocco.jp/n_map/0250shiga/shiga2_c.png
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二度目の酒顚童子退治が終わりました。 

この二度目の鬼退治の物語は、もしかしたら『前太平記』最大の特徴の一つなのかもしれません。 

 

酒呑童子伝説は、酒呑童子の拠点を大江山（千丈ケ嶽・大枝山）とする「大江山系統」と、伊吹山とする「伊

吹山系統」の二つがあります。 

本作では後者の山に住まう鬼は盗賊による騙りだったわけですが、こうして二つの拠点を設け、伝説の整合性

を取ろうとする藤元元の信念のような、執着のようなものを感じます。 

 

 

感想・指摘・叱咤激励、随時受け付けております。Twitter やメール等でご連絡ください m(__)m 

公開：2021/7/7 

海熊童子 


